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我々は，超伝導磁束量子ビットを用いて，アプリケーションに特化した量子アニーリング回路

を検討している[1]．読出し回路の動作マージンが解を得る精度に影響すると考えられるため，回

路の特性を SPICE と実験で検討した． 

素子の等価回路を Fig. 1(a)に示す．QFP を介して，磁束を読出し側の SQUID で検出する構造で

ある．Jc = 1 A/m2 で，超伝導配線層を 4 つ有した Nb/AlOx/Nb のジョセフソン接合のプロセス

を利用して，同回路構成の素子を CRAVITY で作製した．読出し側の SQUID の基本的な動作特性

を把握すべく，磁束を直接印加した場合の応答を調べた．ここでは，QFP は浮遊電位とした．4.2 

K における測定結果を Fig. 1(b)に示す．バイアス条件(Ibias)に応じて電圧信号の波形が変化した．

Figure 1(c)は読出し側のSQUIDに関するSPICE結果である．SPICEで得られた電圧信号の周期は，

実験と一致することを確認した．また，実験における有電圧状態の電圧値の変化は，SPICE で得

られた電圧波形の envelope にも現れているように思われる．これは，読出し側の SQUID から浮遊

電位にあるQFP側に磁束が漏れて，結合していることが影響しているのではないかと考えられる．

SQUID のバイアス条件や QFP 等の結合する回路は，読出し回路の動作マージンに影響をするため，

適した構造設計が必要であると考えられる．  
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Figure 1(a) QFP を介して磁束を検出する素子の等価回路．QFP は浮遊電位として，Ibiasを変えた 

時の SQUID の動作特性に関する (b) 4.2 K における実験結果と(c) SPICE シミュレーション． 
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